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0所得税法の一部改正する法律（ 8 ) 3 ・31
0 国立学校設置法のー音I＼を改正する等の法律(14) 3 ・31
といったような， ごく平凡な事柄が大きく3・ひ‘上ってくる ｜政 令
ように思われますが． このほかにブロにはそれぞれの仕事 ｜ 0支出に関する事務を電子情報処理組織を使
- 2 -
昭和55年3月号 品比一チ 幸良 第199号
用して処理する場合における予算決算及び ｜ 富山大学大学院委員会の一部を改正する規則
会計令等の臨時特例に関する政令（22) 3 ・27 I 富山大学大学院委員会規則（昭和42年5月19日制定）の
o国家公務員共済組合法施行令の一部を改正 ｜ 一部を次のように改正する。
する政令（29 ) 3 ・31 I 第 1 条中「第3 3条第2項」を「第35条第2項」に， 「およ
省 令
。国家公務員共済組合法地行規則の一部を






（人事院8 -18) 3 ・ 3
ot＼＇’理職民主；の範DJIの一部を改正する均l!Jlj
（人事院17 0 ) 3 ・10
0特殊勤務手当の一部を改正する別！川
（人ヰ叩完9 -30) 3 ・15
0指定職俸給表の適用を受ける職討の俸給
月富i'!のー古｜；を改正する組HrJ（人中院9 -42) 3 ・15
0特地勤務手当等のー古｜；を改正するj山jlj
（人事院9 -55) 3 ・15
o:-Jk出勤時·；xHの給与の－�I＞を改iFーするHlHIJ














るUl!IJ （人』＇Fl完16- 4 ) 































昭和55年3月31日 ’戸山大学長 柳田 友道
富山大学文書決裁規則の一部を改正する規則
日山大学文書決1&: 1Jl t!IJ （昭和48年12月21日制定）の一部
を次のように改正する。
�lj表主主3を次のように改める。
別表第3 委 任 半 tfi
じと＿ ＿＿ !_J _＿；�空 i




り者 ｜ 備 ；iJ
学 部 長
教養音｜；長




出山大学大＂｛：・院安ii会Hl!!rJグ） - ;1;1；を改正する）礼t!IJを次の ！ のとおり；IJIJ5とするc
とおり制定する。 ｜ 昭和55年3月31 cl 











第2条 学長は， 次長の左側に梢げる職員に， それぞれ右
榔jに掲げる職員の前条に規定する旅行命令権（外国旅行
に係る旅行命令権 を｜徐〈。）を復委任する。
受 任 者 復 委 任 の 純 ！l:H
事 務 局 長 事務局所属職員（局長， 音II長j止び謀長を
除〈。）に対する旅行命令伶＝
学 生 部 長 学生音I＞所属職員げはし次長及び課長を
除く。）に対する旅行命令怜
保 健 管 理 保健管理センタ一所属職員（所長を除く。）
センタ一所長 に対する旅行命令権
A寸,,. Jill 長 学部所属職員に対する旅行命令椛








ク’ ラ ン ド
報 第199号
富山大学構内交通規制に関する
暫定 実施細目の一部 改 正
富山大学構内交通規制に関する首定実施制II自の一部を改
正する細目を次のとおり制定する。




















｜！日干1155年3 JJ 31 ll ·，；；：；山大4字以 何lll:LI 友道
富山大学職員会館管理運営要項
(Jill 行）
約l条 この号t』1'iは， ’1：·；山jぐγ：恥i l i会館（以f「職以会館」
というの）の仇士Willi’l詰・について必攻なや引を定める。
( II 111-J) 











(l) 研flt:{£ l '.'\' う工14251"1
(2）集会主 l指 定員35名
(3) 1i州’｜主 6託、（千JJ主4’七， j'.f"l: 2 －�、）定員各2名
(:!) 談話ヰ、 l主（研修， 集会笥ーの｜努l立び宿泊
二析にi以IJi史片jできる。）
(5) 食 ’；；；： l �｛ （宿泊者に｜以り使用できる。）
（休館日）
t:l'l 5条 峨H会館の休館Hは， ：大の各号にmげるとおりと
する。
(l) l::llli'i!Hi立び［Jcf l亡の悦日に｜刻するi去律に定める休日

























2 使用料は， 前納とし， 既納の使用料は， 還付しない。
（実費の負担）




























用 設 一 的使施一使目
宿 泊 室 研究室・集会室
名 ｜ /I I.研 修 室j I I 2.集 会 室I I I (0で囲む。）
｜ ／ l 使用者所属氏名
｜／ ！ 他 名
i謀長 ・ 事務長印
使叩 ：； ； ： ： ：；；：（出自詰）｜
期 間 ｜ 昭和 年 月 日 時から 時まで｜





















宿 泊 室 研修室 ・ 集会室
I 名I I研修 �十一一一→2集 会 室
寸一氏名
他 名












3 宿泊室の定員は， 各室2名となっておりますので， 相部屋
をお願いすることがあります。
4 宿泊に伴う実質は， 管理人に納付願います。
















宿 泊 の た め目的




使用 昭和 年 月 日 時H寺かまでら ( 宿泊数J白 L／ 許可 昭和 年 月 日

















































55. 3 . 10 竹 主主 義 雄 ｜ 凶玉務補佐民 （ 附属図書館 ）
用1 II ）民主 木 浦三郎 ｜ 宅事務補佐 員 （附属図書館 ）
55. 3 . 13 .t}.� I且］ 道 子ー 川支能補佐員 （ 庶務部庶務課電話交換手）











fJI ff 55. 3 . 1 森 井 正 ｜ 教育学部附属さf：校第 二係 長 l教育学部附属学校第一係長
55 目 3・�I ：！＼＂＂／ 悶 砂 川 教授（教育学部） ｜昨干 職
II ｜ ブミ；森 氏 二 助教授（経済学部） ｜百平職
II 
什；;1 則 和 夫 ｜ 助教校（経学初期大�j.：部） ｜併 職
II ｜松本 勝｜議日rli （理学部） 川キ職
II 川手 当l松｛変｜講師（教養部） ｜所職
II ｜熱的 i'l 1:1!: I 教諭 （教育学部附属小学校） 府 職
II I Jll 牒 鋭｜教諭（教育学部附属 中学校 ） 昨 職
55. 3・21 県 田 幸＇，＇ 子. I ll,li，時用務員（工学部作業員） 昭和55年3月20日限り退職




55. 3 . 3 2 竹 森 義 雄 事務補佐員 （附属図書館 ） ！ 日前日55年3月初日限り退職一 一 一 一 一 － 
II I ii￥ 木 粥三郎 事務 補佐異 （附属図書館） ｜昭和55年3月29日限り退職
55. 3 . 31 立 花 保 子 事務補佐員（人文学部・理学古川昭和55年3月30日限り退職
II 川集 富士子 事務補佐員（人文学部・理学部）｜昭和55年3月30日｜浪り退職








学 内 諸 報
教養部長の改選
品.... 寸・
杉本新平教養部長め任期が， 昭 和 55年3 月31日に満了す
るため， 教養部教授会は， 2月 2 0日に次期教養部長候補者
の選挙を行った。 その結果， 悔原隊章教授が選出され， 3 
月 14 A評議会の議を栓て教養部長候補者に決定した。 任期j
は， 昭 和57年3 月31日までである。
梅原｜を章教校は， 昭和 17年9 月京都帝国大学文学部史学
科卒業，｜司22年 4 月同大学大学院修了， 同23年 2月富山高
等学校講師， 同25年3月富山大学文理学部議�iii, I司2 7年7
報 第199号
月間助教授， 同39年6月文学時士， 同4 2年4月教養部助教
校， 同年9月間教授となり現不f'＿に至っている。
この陪j， 同4 3年 12月から同45年10 月まで評議員， 同43年
10月から同44年 5 月まで学生部長， 同4 5年4月から｜司4 7年
3月まで教養部長などをHt任した。
専門は歴史学（日本史）， 富山県出身。
学 位 取 得 者
取 得 者 工学部 事務補佐員 山西 il�J一
取得学位 工学博士（大阪大学）




海 外 渡 航 者
55 _ 4 - 19 
富山大学学生部及び保健管理センター改修工事
かねてから， II川うよ古j\J-iニ令を改修工半中のところ， 3月15 El に光 ！えした 。 この組物には， 1 I；符に保（佳作製センタ (524m＇）が，
21法に学生fill ( 619nf）が配Li立されるc
当該部It；）の配置iは， 次のとおりである。











優 勝 清水良太郎 （経 理部）
準優勝 武田知己郎（人文・理学部）














次 I]券 広田 実































一 位 五百崎喜明 （庶務部）
Cクラス
優 勝 黒田芳雄 （経済学部）
次 勝 高山藤一郎 （ 工学部）

















講 師 岩城 敏博




講 師 三原 健一
消 息












7 日 第22回北陸五大学施設制 当 者 協 議会 （ 於 富 山
大学）
8 日 昭和54年度学内 囲碁大会
昭和54年度学内 卓球大会
14日 第 6 回 大学院委員会
第 1 3 回評議会
富 山 大学放射性 同 位元素委員 会




24日 計算機セ ン タ ー運営委員会
放射性同位元素運営委員会
25日 昭和54年度 富 山 大学卒業式
第 9 団事務 協 議会
文 理 学 部
3 月13日 教授会
3 月 7 日 人事教授会
将 来計画委員会
8 日 予 算 委 員 会
13日 教授会
1 7 日 拡 大教務委員会
19日 教授会
24 日 将来計画委員会及 び 同 専 門 委員 会合同 委 員 会
教 育 学 部 ｜
3 月 7 日 ～ 1 3日 スキー実習 （ 於 芯 J'i 高 原 発 崎 温 泉 ）
13日 教務委 員 会





1 5 日 附属小学校卒業式
1 7 日 予算委員会
呉 山会送別会
報 第1 99号
附属幼稚 園 第 3 学期終業式
18日 附属 中 学校卒業式
21日 附属 中 学校 第 3 学期終業式
22日 附属小学校 第 3 学期終業式
附属養護学校 第 3 学期 終業式
l戸竺－りU
3 月1 1日 第 4 回 各種委員選考委員会
13日 第18回 人事教授会
第 四 回教授会
第20 回教務 委 員 会
25日 卒業祝賀 会 （ 於 富 山 商工会議所10階 ホ ー ル）
3 1 日 第20回教授会
第21 回教務 委 員 会
学 部 ｜




29日 ト リ チ ウ ム科 学セ ン タ ー創設i_�；備委員会
l王三一竺l





i寅題 「最近 の フ ァ ク シ ミ リ 技術j:jfj 発の現状 と 利
用 拡 大 の 動 r<•J
議師 「松下竜送機苦是株式会社 技Z,j:j 聞 発 卒； 音II次 長
小林一雄氏」
1 3日 教員 選考委員会
教授会
工学研究科委員会
1 8日 専 任教授会
24日 予健会
l苧 蓑 �
3 月 3 日 補導委員会
教授 会
ハU
昭和55年 3 月 号 学
教授のみの教J受 会
14 日 予算委H 会
17 日 教J交のみの教 段 会
教段 会
18 日 教養吉｜；将 来計副委員 会
［唖里三��J
3 J J  28 日 昭和54年 度 県 内 大学高.d／ ［沼当館部会研究集会
資
昭 和 54 年 度 卒 業
学 青I\ ザ： H J小 業 者 数
文 理 学 部 文 学 科 80 
II 理 学 科 1 30 
2 10  
教脊ザ：古｜シJ�同交教員養成言県松 1 36 
II 中学ヰ交教員養成謀fhl. 44 
II 養護サ杖教員養成謀f!J_ 2 2  
II 幼利i閤教員養成課税 2 5  
2 2 7  
経 j斉 ＇：－｛： 音I\ ffJ� in 学 卒l 107 
II 経 営 学 科 112 
5十 2 1 9  
( 55 3 25付）
専 攻 科 。妻 了 者 数
文 空宇 専 攻 干i十 4 
教 育 専 i文 科 6 




（ 力付与 山 医科薬利大学附属 図書館 ）
性向全世i
3 月 5 日 編 入学者選法試験
9 日 昭和55年度 入学者 選抜試験
1 4 日 第 1 7 回 教 授 会
1 5 日 入学者合俗発表
学生 と 教職員 懇談会
料
（ 修 了 ） 者 数
学 部 学 科
工 学 部 電 気 工 学 科
II 工 業 化 学 科
II 金 属 工 学 科
II 機 械 工 学 科
II 生 産 機 械 工 学 科
II 化 学 工 学 科
II 電 子 工 学 科
｛ふ’、 計
( 55  3 25イ寸 ）
平： 業 者 数
4 8  
3 8  
31 
4 6  
46 




昭 和 5 5年 3 月 号 声比一幸一 報 第199号
昭和54年度大学院修了 者 数
( 5 5 .  3 . 2 5 付 ）
i庁 究 科 ！ 専 攻 ！ 修
ド一一一一一一一 一→一一一一一千 ； 
1 数 字： 専 攻 ！
ι竺 理 学 専 攻 」
理
学 研 究 科 ！ ｛じ 学 専 攻 ｜
トー一一一 一一一一一一一斗
｜ 一生 物 学 専 攻
I �·十
［ 電 気 工 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻卜一一一一一一
金 属 工 学 専 攻










工 学 研 究 科
3 
工 島 専 攻
6 
機 械 干生 産
ー
一
工 学 専 攻
9 
主 ・
工 学 専 攻 斗
30 
44 A、Eコ
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 4 5 
電 話 ＠ 6 5 7 2 （代）
つん1EA 
